
改
憲
路
線
と
オ
ス
プ
レ
イ 

  

■
は
じ
め
に 

 

安
倍
政
権
は
、
１
０
月
１
５
日
の
所
信
表
明
演
説
で
、
名

文
改
憲
に
つ
い
て
、「
前
に
進
ん
で
い
こ
う
。」
と
表
明
。
し

か
し
、
靖
国
参
拝
断
念
と
同
じ
よ
う
に
直
接
的
な
明
文
改
憲

路
線
を
当
面
は
断
念
し
、
今
ま
で
の
自
民
党
政
権
が
や
っ
て

き
た
「
既
成
事
実
と
実
体
の
積
み
重
ね
」
に
よ
っ
て
「
改
憲

な
き
改
憲
」
路
線
に
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
こ
そ
が
「
積
極
的
平
和
主
義
」
で
す
。
常
に
戦
争
を
し
続

け
て
い
る
ア
メ
リ
カ
、
今
も
パ
キ
ス
タ
ン
・
ソ
マ
リ
ア
・
イ

エ
メ
ン
で
一
方
的
な
攻
撃
を
、
無
人
機
を
使
っ
て
や
り
続
け

て
い
る
ア
メ
リ
カ
。
安
倍
政
権
に
は
、
そ
れ
が
「
積
極
的
平

和
主
義
」
の
国
に
見
え
て
い
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

■
法
的
整
備
に
よ
っ
て 

 

安
倍
政
権
が
追
及
し
て
い
る「
改
憲
な
き
改
憲
」路
線
は
、

三
つ
の
分
野
、
①
法
的
整
備
に
よ
っ
て 

②
軍
備
増
強
に
よ

っ
て 

③
海
外
派
兵
を
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
の
任
務
の
拡
大

に
よ
っ
て
一
体
的
に
追
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
２
月
６
日
の

国
会
終
了
ま
で
に
成
立
を
は
か
る「
特
定
秘
密
保
護
法
」、「
国

家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
」
は
、
１
２
月
下
旬
ま
で
に
発
表

さ
れ
る
「
安
保
法
制
懇
」
の
提
言
や
、「
新
防
衛
大
綱
」
を
テ

コ
と
し
て
来
年
の
国
会
で
「
国
家
安
全
保
障
基
本
法
」
へ
と

受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
要
約
す
れ
ば
、
戦
争
が
で
き
る

法
的
整
備
の
流
れ
で
す
。
少
し
遅
い
で
す
が
、
不
戦
ネ
ッ
ト

で
は
、
１
２
月
１
４
日
に
こ
の
流
れ
に
つ
い
て
川
口
弁
護
士

に
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

 

反
対
行
動
が
十
分
に
作
れ
て
い
な
い
現
状
で
す
が
、
運
動

の
基
本
、「
よ
く
知
る
こ
と
」
か
ら
再
出
発
で
す
。 

 

■
軍
備
の
拡
大
と
日
米
の
一
体
化
に
よ
っ
て 

 

憲
法
の
制
約
を
は
る
か
に
超
え
て
軍
事
的
現
状
は
進
ん
で

い
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
、
ス
テ
ル
ス
機
Ｆ
３
５
、
無
人
機
、

水
陸
両
用
車
両
、
２
万
ト
ン
の
軽
空
母
（
出
雲
）、
こ
れ
ら
の

導
入
を
テ
コ
と
し
て
自
衛
隊
の「
平
和
憲
法
化
の
国
防
軍
化
」

が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
米
の
軍
事
的
な
一
体
化
は
、
陸
・
海
・
空
の
統
合
司
令

部
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
場
所
で
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
に
象
徴

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
米
共
同
軍
事
訓
練
の
水
準
は
、
小
松
基

地
か
ら
出
撃
し
た
Ｆ
１
５
が
ア
ラ
ス
カ
上
空
で
戦
略
爆
撃
機

Ｂ
５
２
の
爆
撃
援
護
訓
練
に
参
加
し
た
こ
と
で
理
解
で
き
ま

す
。「
敵
基
地
攻
撃
」
の
実
践
的
訓
練
と
い
え
ま
す
。
憲
法
９

条
を
守
れ
と
い
う
前
に
、
日
本
の
実
践
的
な
実
態
を
よ
く
知

っ
て
お
こ
う
と
の
目
的
で
、
１
１
月
２
３
日
に
ピ
ー
ス
デ
ポ

の
湯
浅
一
郎
さ
ん
の
講
演
を
計
画
し
ま
し
た
。
②
の
軍
備
の

増
強
と
日
米
軍
の
一
体
化
の
お
話
で
す
。 

 

■
海
外
派
兵
任
務
の
拡
大
に
よ
っ
て 

 

ジ
ブ
チ
と
南
ス
ー
ダ
ン
で
半
年
間
の
準
備
を
か
け
て
こ
の

１
２
月
か
ら
自
衛
隊
の
任
務
の
拡
大
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
国

内
の
支
援
体
制
も
連
動
し
て
強
化
さ
れ
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
情

報
が
少
な
い
中
、
こ
れ
だ
け
は
言
え
る
点
だ
け
を
言
っ
て
お

き
ま
す
。 

 

８
月
下
旬
、
安
倍
首
相
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
バ
ー
レ
ー
ン
、

ク
ゥ
エ
ー
ト
、
カ
タ
ー
ル
、
そ
し
て
自
衛
隊
の
基
地
の
あ
る

ジ
ブ
チ
を
訪
問
し
ま
し
た
。「
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
」
に
つ
い
て

各
国
と
の
安
保
協
力
体
制
の
強
化
を
合
意
し
、
ジ
ブ
チ
で
は

海
賊
対
処
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
自
衛
隊
基
地
を
訪
問
。
こ

こ
に
は
海
自
の
対
潜
哨
戒
機
Ｐ
３
Ｃ
２
機
の
駐
機
場
と
格
納

庫
、
約
３
０
０
人
が
使
え
る
宿
舎
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
基
地

の
東
側
５
０
０
ｍ
に
は
フ
ラ
ン
ス
軍
の
基
地
、
千
ｍ
南
側
に

は
米
軍
基
地
が
あ
り
ま
す
。
名
目
は
、「
海
賊
対
策
」
で
も
実

質
、
多
国
籍
軍
の
一
員
と
い
え
ま
す
。
安
倍
首
相
は
、
バ
ー

レ
ー
ン
に
訪
問
時
、
米
第
５
艦
隊
司
令
部
に
多
国
籍
軍
部
隊

に
Ｐ
３
Ｃ
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
す
る
と
約
束
し
ま
し

た
。「
改
憲
な
き
改
憲
に
」
に
前
の
め
り
に
な
る
安
倍
政
権
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

す
で
に
、
６
月
２
５
日
、
防
衛
相
は
「
海
賊
対
処
」
で
派

兵
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
を
米
軍
主
導
の
多
国
籍
軍
（
第
１
５

１
連
合
任
務
部
隊
）
に
半
年
の
準
備
期
間
の
後
に
参
加
さ
せ

る
方
針
を
示
し
、こ
の
１
２
月
か
ら
参
加
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

特
定
船
舶
の
護
衛
任
務
か
ら
ア
デ
ン
湾
全
域
監
視
と
制
圧
任

務
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

２
０
０
０
年
１
０
月
、
イ
メ
ン
の
ア
デ
ン
湾
に
停
泊
す
る

ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
コ
ー
ル
が
自
爆
テ
ロ
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
よ

っ
て
大
破
さ
れ
て
以
降
、
第
５
艦
隊
は
ア
デ
ン
湾
で
は
、
停

船
命
令
を
無
視
し
て
直
進
す
る
船
は
撃
沈
す
る
規
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
継
い
で
多
国
籍
部
隊
は
、
先
制
攻

撃
を
海
賊
母
船
に
し
た
り
、
誤
射
で
漁
船
を
沈
没
さ
せ
た
り

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
海
自
の
護
衛
艦
１
隻
を
参
加
さ
せ
る



わ
け
で
す
。 

多
国
籍
部
隊
を
米
軍
が
主
導
し
て
い
る
以
上
、
自
衛
隊
は
そ

の
指
揮
下
で
行
動
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。「
国
の
交
戦
権
は
こ

れ
を
認
め
な
い
」。
私
た
ち
の
活
動
の
力
点
は
、
認
め
な
い
か

ら
発
動
さ
せ
な
い
に
移
動
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

■
南
ス
ー
ダ
ン
で
の
任
務
拡
大 

 

安
倍
政
権
は
、
す
で
に
５
月
２
４
日
に
南
ス
ー
ダ
ン
に
派

兵
し
て
い
る
陸
自
の
活
動
区
域
の
拡
大
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

半
年
の
準
備
期
間
の
の
ち
、
首
都
ジ
ュ
バ
に
接
す
る
東
西
エ

ク
ト
リ
ア
州
で
の
活
動
を
年
末
か
ら
開
始
し
ま
す
。
施
設
部

隊
を
中
心
に
３
５
０
人
の
隊
員
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
道
路
や

空
港
の
西
部
を
担
っ
て
い
ま
す
。
国
連
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
団

や
南
ス
ー
ダ
ン
政
府
の
要
請
を
受
け
て
交
通
網
の
整
備
の
拡

大
作
業
を
引
き
受
け
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
現
地

は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
５
原
則
が
し
っ
か
り
守
ら
れ
て
い
る
地
域
は
言
え

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
国
連
安
保
理
決
議
１
９
９
６
号
に
よ
り

「
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
る
こ
と
を
許
可
す
る
」
に

よ
り
、
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
団
は
、
武
力
行
使
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
海
外
で
の
武
力
行
使
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊

が
、
武
力
行
使
を
認
め
ら
れ
る
部
隊
の
一
部
と
し
て
、
さ
ら

に
活
動
の
区
域
の
拡
大
を
開
始
す
る
時
期
が
、
「
新
防
衛
大

綱
」
の
発
表
と
同
時
期
に
な
る
こ
と
が
、
安
倍
首
相
の
積
極

的
平
和
主
義
の
内
容
が
何
か
を
表
し
て
い
る
、と
考
え
ま
す
。 

 

■
改
憲
状
況
と
オ
ス
プ
レ
イ 

 

新
防
衛
大
綱
の
元
、
防
衛
省
は
、
２
０
１
７
年
度
ま
で
に

約
１
０
機
の
オ
ス
プ
レ
イ
導
入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
米
海

兵
隊
の
Ｍ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
２
４
機
、
米
空
軍
に
よ
る
１

５
年
ま
で
に
導
入
予
定
の
Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
１
２
機
と

合
わ
せ
て
、
米
軍
３
６
機
体
制
、
自
衛
隊
１
０
機
を
加
え
て

約
５
０
機
体
制
に
な
り
ま
す
。 

 

１
０
月
３
日
、
日
米
両
政
府
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
本
土
移

転
訓
練
の
拡
大
を
進
め
る
方
針
を
合
意
し
ま
し
た
。
合
言
葉

は
「
沖
縄
の
負
担
軽
減
」。
ま
と
も
な
軍
事
評
論
家
な
ら
冷
笑

す
る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
沖
縄
で
訓
練
し
て
も
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
と
同
じ
訓
練
し
か
で
き
ず
、
初
級
者
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
と

っ
て
必
要
な
訓
練
で
あ
っ
て
も
、
最
上
級
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
は

沖
縄
は
狭
す
ぎ
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
能
力
を
全
面
化
し
た

訓
練
が
沖
縄
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

負
担
軽
減
を
言
う
な
ら
、
沖
縄
か
ら
撤
去
す
る
以
外
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
沖
縄
を
常
駐
基
地
と
し
て
、
千
キ
ロ
を
超
え

る
飛
行
の
次
に
、
本
土
の
山
間
部
に
有
視
界
飛
行
に
よ
る
超

低
空
飛
行
に
よ
り
目
標
地
点
を
目
指
し
訓
練
を
行
い
ま
す
。

沖
縄
―
本
土
を
貫
く
訓
練
、
こ
れ
こ
そ
が
オ
ス
プ
レ
イ
の
能

力
の
全
面
展
開
に
対
応
で
き
る
訓
練
と
い
え
ま
す
。
敵
の
レ

ー
ダ
ー
に
捕
捉
さ
れ
ず
、
中
継
地
点
な
し
に
深
い
敵
地
へ
の

急
襲
作
戦
能
力
を
持
つ
、
こ
れ
が
８
０
年
代
の
軍
事
産
業
の

宣
伝
文
句
で
し
た
。
１
９
８
０
年
４
月
２
５
日
、
イ
ラ
ン
の

ア
メ
リ
カ
大
使
館
員
５
３
人
の
人
質
救
出
作
戦
の
失
敗
か
ら
、

軍
需
産
業
が
こ
の
種
の
作
戦
を
成
功
さ
せ
る
軍
用
機
と
し
て

オ
ス
プ
レ
イ
の
売
り
込
み
を
始
め
ま
し
た
。
価
格
の
高
さ
と

安
定
性
に
不
安
が
あ
る
と
し
て
陸
軍
・
海
軍
は
導
入
を
拒
否
。

軍
需
産
業
と
深
い
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
空
軍
と
海
兵
隊

が
導
入
に
賛
成
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

今
年
２
月
、
タ
イ
で
実
施
さ
れ
た
多
国
籍
間
合
同
演
習
コ

ブ
ラ
・
ゴ
ー
ル
ド
に
普
天
間
基
地
の
オ
ス
プ
レ
イ
２
機
が
、

３
千
５
百
キ
ロ
を
空
中
給
油
に
よ
っ
て
直
接
飛
行
士
、
強
襲

揚
陸
艦
ボ
ノ
ム
・
リ
シ
ャ
ー
ル
で
発
着
艦
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
、
長
距
離
遠
征
能
力
を
示
し
た
訓
練
で
す
。 

海
自
の
軽
空
母
「
出
雲
」、
こ
れ
か
ら
複
数
導
入
さ
れ
る
水

陸
両
用
車
Ａ
Ａ
レ
ー
ワ
、
空
中
給
油
機
、
そ
し
て
オ
ス
プ
レ

イ
。
尖
閣
諸
島
問
題
を
口
実
に
「
新
防
衛
大
綱
」
で
陸
自
の

海
兵
隊
化
が
進
め
ら
れ
ま
す
。 

改
憲
な
き
「
改
憲
状
況
」
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
東
ア
ジ

ア
の
中
で
の
日
本
の
孤
立
は
進
み
ま
す
。
１
０
月
２
３
日
付

の
中
日
新
聞
の
社
説
は
、
安
倍
政
権
の
「
日
本
を
取
り
戻
す
」

こ
と
は
、「
戦
前
を
取
り
戻
す
」
こ
と
な
の
か
と
批
判
し
て
い

ま
す
。
戦
後
６
８
年
間
戦
争
経
験
の
な
い
日
本
を
取
り
崩
す

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

 

金
安 

弘 
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